
 

 

 

 

 

 

（１）五所川原第一高等学校 
 

後継者問題解決策 

～若者が魅力を感じる農業へ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここに集合写真を入れる 

４．参加高校生からのメッセージ及び政策提案 



政策を考えた五所川原第一高等学校の皆さんから、メッセージをいただきました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

  葛
か さ い

 恵
め

衣
い

（１学年） 

工藤
く ど う

 柚
ゆず

稀
き

（１学年） 

私は、この模擬議会に参加することで、滅多

にない貴重な機会に恵まれ、どのような様子で

議会が行われているかを理解できました。 

小田川
お だ が わ

 和正
かずまさ

（１学年） 

高校生模擬議会への参加にあたり、議員に伝わり

やすい話し方を意識して参加しました。声のスピード

や抑揚に気をつけて、焦らず話すことができました。 

また、議会に参加して、テレビでは分からないことを

生で見聞きすることができ、良い経験になりました。 

議会を終えて、礼儀など学ぶことがあったので、

日々の学校生活に活かしていきたいです。 

農産業は、青森県の主要な産業であり、私たち

を含めた県民は関心を持っている分野だと思いま

す。したがって、選挙権を得た時には、このような

県全体で重要視している課題・問題に適切に取り

組んでいきたいと思いました。 

奈良
な ら

 天
たい

雅
が

（１学年） 

模擬議会は、緊張感もありましたが、意外と

和むような場面もあり、リラックスして参加でき

ました。そして、人生においてとても良い経験

になりました。 
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今回、高校生模擬議会に参加し、普段でき

ないことを体験できて、とても良い経験になり

ました。 

ありがとうございました。 

奈良
な ら

 碧
あお

（１学年） 

初めて議場に入って、すごく緊張しました。また、

農業の未来について考えさせられました。 

對馬
つ し ま

 彩
さ

友
ゆ

（１学年） 

今までに体験したことのないことを経験で

きて、とても良い学びになりました。 

ありがとうございました。 

西﨑
にしざき

 栞
か

望
の

（１学年） 
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５度目の挑戦！「後継者問題解決」 

  

 

 

 

五所川原第一高等学校 地歴公民科 三國 佑太 

 

平成２８年度に初めて開催された高校生模擬議会の最初の発表が本校でした。それから数えて今

回で５度目の発表をさせていただきました。毎回、メンバー選出に頭を悩ませながら模擬議会に参

加しています。今年度の高校生模擬議会「グループワーク」は１年生の「進学コース」で開催しま

した。以前に比べると少人数での実施となりましたが、充実した時間にすることが出来ました。 

 

さて、前回の模擬議会での発表は、人口減少を最大の課題とした「シン・アオモリ」作戦と題し

政策提案を行いました。締めくくりの言葉に「シンカ」を用い、「シン」と「シンカ」にさまざまな

思いを込めたのではないかと私は思います。発表までの間で一番大変だったと思われるのは、議論

する時間の捻出です。学年もコースも違う中で、部活動や補講の合間を縫って話し合いと発表資料

の制作を行いました。全員が集まることができる日は少なく、それぞれ役割分担を決め、情報共有

しながら提出締め切りぎりぎりまで準備をしました。限られた時間の中での準備を通して、生徒た

ちは成長していったと感じています。 

 

今回は、「後継者問題解決策」というテーマで政策提案を行いました。普通科でありながら、農家

の後継者不足について多角的に考え発表資料をまとめていました。青森県は国内でも一次産業の割

合が多く、日本の農林水産業を支えている県です。その部分に焦点を当てて、高校生独自の視点で

発表スライドの作成に取り組み、準備する中で学びを深めていきました。当日の発表も自分たちの

言葉で発表することができたと感じます。また、終了後の振り返りの時間もとても充実していたと

感じました。 

 

この高校生模擬議会を通じて、少しでも青森県のことを考え、「地域に生きる私」とはどのような

存在であり、今後どのような人材になるべきかを考える切っ掛けになったと思います。そして、県

議会議員の方と直接お話をすることで政治に対する関心を高めることができたのではないでしょ

うか。令和の時代に生きる高校生へ良き機会を与えて下さり、ありがとうございました。 
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そして３つ目は、「環境問題
による影響」です。地球温暖化
問題は、世界規模で深刻化して
います。それに伴い、作物が変
化に耐えられず、不作となる
ケースがあります。このまま進
行すると、現在の青森県を支え
ている主要農産物が収穫できな
くなる可能性もあるでしょう。
裏を返せば、暖かい地域でしか
収穫できなかった農産物を青森
県内で栽培するケースも出てく
るかもしれません。

 
私たちは「後継者問題解決策

～若者が魅力を感じる農業へ
～」というテーマを掲げ、青森
県の重要課題である「農業就業
者の高齢化及び減少」の解決の
カギとなる若者に、農業への関
心を持ってもらうにはどうした
らよいかについて考えました。

まず、私たちが考える青森県
の農業の主な課題について３つ
挙げます。１つ目は、「農業の
大変さと人手不足」です。農業
は一年を通して力仕事が多く、
とても体に負荷がかかる仕事で
す。それに加え、人手も足りな
いとなると、現在の就農者は体
力的にとても厳しいものがある
と感じました。２つ目は、「農
業就業者の高齢化及び若者の減
少」です。これは今回の発表の
メインテーマでもあり、最も解
決したい問題です。（１）

そうすると、品種改良をはじ
めとして多くの費用がかかって
くるのではないかと思います。
今回は、このことにも焦点を当
てて考えました。

１
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次に、「農業就業者の高齢化
及び若者の減少」については、
農作業を実際に体験できるよう
なイベントを開催し、高齢化等
の問題や農業そのものについて
知ってもらえる内容をＳＮＳな
どインターネットを活用して、
若い世代に向けて宣伝すること
が必要だと考えました。（３）

　
　機会を提供する農家と参加者
である若者が、お互いにメリッ
トを感じるような企画を立ち上
げ、まずはしっかりと興味を
持ってもらいたいです。

　
以上の課題はすべて互いに結

びついており、１つ解決できな
いと他の課題にも影響します。

ここからは、それぞれの課題
について、複合的な解決策を提
案します。

　
まず、「農業の大変さと人手

不足」について、私たちはＡＩ
などを活用した技術開発や機械
化の推進が効果的であると考え
ました。もちろん、現在の青森
県でも活用例は見られると思い
ますが、さらなる普及推進を図
ることで、人手が足りていない
現状の解決策につながると捉え
ています。

２

３
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これらの３点を一言でまとめ
ると、「農家になりたい人が農
家になりやすい環境を作る」と
いうことです。

グリーンツーリズムなどが広
まっている現在、観光産業との
提携も効果的であると考えま
す。

 
　最後に、「環境問題による影
響」については、新規就農者の
初期負担の大きさを軽減するた
め、県や企業の技術的・経済的
支援を充実させ、ある程度の収
入を保障することで、安定した
生活を送れるようにすることが
大事だと考えます。

５５

６６

４４
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私たちは、主に土地の確保と

莫大な初期費用に着目しまし
た。高い土地代を軽減するため
に、最近増加している耕作放棄
地を県で買い取り、農地への利
用目的の場合に限って、新規就
農者に比較的安価で売ることを
提案します。

難しい土地の確保について県
で管理・販売すれば、今までよ
り安く、手軽に始められると思
いました。財政的な負担はあり
ますが、県の主要産業である農
業の後継者をしっかりと確保す
ることで、長期的にはプラスに
働くと考えます。（８）

また、知識や技術の習得も簡
単なことではありません。この
ことが、新規就農の壁になって
いると捉えます。

では、さらに具体的に提言し
ていきます。

農家を始めづらい理由とし
て、土地確保のために莫大な初
期費用がかかることが挙げられ
ます。平均すると１年目の支出
は５６９万円にのぼるそうで
す。

７７

８８
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しかし、これらの提案はあく

まで下地を整えているだけの状
態です。

最初に挙げたように、広告や
宣伝、開発などに関して触れる
ことができておらず、欧州連合
の共通農業政策のような形で進
めると、雇用形態による農家
と、独立して自営している農家
の間で格差が生まれてしまうと
予想されます。

　
これらを解決するため、就農

者には企業と連携してもらい、
「６次産業」を営む大企業を中
心とした、さらに拡張した体制
をとることを提案します。

さらに、３年目以内を目安と
した新規就農者に対し、農業機
械や農薬・肥料などを購入する
際、県からの支援により定価よ
りも少し安く購入できるように
することで、初期費用を更に
軽減できると思います。

　
　

また、欧州連合で実施されて
いる共通農業政策をヒントに、
生産高や収穫高に応じて補助金
を出し、市場での最低価格を保
証することで、新規就農者の意
欲を高めることにつながると考
えます。

９

１０

１１

１２
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